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はじめに
当機構では、鹿児島・沖縄両県のサトウキビ生産・

糖業関係者が一堂に会し、サトウキビおよび甘
かん

蔗
しゃ

糖
とう

を巡る最近の話題や情報を共有するとともに、それ

ぞれの現場で抱える諸課題に対する取り組みについ

て検討していくことを目的に、「さとうきび・甘蔗

糖関係検討会」（以下「検討会」という）を開催し

ている。

令和７年11月６日、徳之島町文化会館（鹿児島

県徳之島町）において第21回目となる検討会を開

催し、鹿児島県および沖縄県を中心に、生産者、生

産者団体、製糖企業、行政機関、試験研究機関、農

機具メーカーなど総勢170人にご参加いただいた。

今回は、「さとうきび・甘蔗糖生産の拡大に向けた

創意工夫」をテーマとして、サトウキビ・甘蔗糖生

産の拡大に向けた栽培技術、作業の合理化・省力化

および労働生産性の向上などについて７人の専門家

や生産者の方からご講演をいただいたので、その概

要を報告する。

１　砂糖をめぐる現状と課題に
ついて

農林水産省農産局地域作物課課長補佐の松下雄哉

氏より「砂糖をめぐる現状と課題について」をテー

マに、砂糖の需給と糖価調整制度の概要、サトウキ

ビの生産動向、令和８年度予算概算要求の概要、ス

マート農業技術活用促進法に基づくスマート農業技

術を活用して生産性向上に取り組む農業者などへの

新たな支援制度と沖縄県での認定事例などについて

説明があった（写真１）。

２　基調講演
基調講演では、沖縄農業技術開発株式会社技術開

発部長兼土壌医の宮丸直子氏から、「サトウキビ安

定多収の土づくり～元気な畑で元気なキビ！〜」と

題して発表いただいた。1970年以降の単収の推移

から、水稲や小麦に比べてサトウキビの単収が向上

していない要因を分析し、サトウキビの安定多収へ

令和７年度さとうきび・
甘蔗糖関係検討会の概要

鹿児島事務所、那覇事務所

写真１　説明を行う松下氏
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の第一歩は「土づくり」であるとした。そして、作

物の生育に一番影響する土壌の性質が、一般的に化

学性や生物性よりも物理性であるとされることか

ら、サトウキビの単収増加のカギとしては、土の硬

さ、作土層の厚さ、排水性や保水性などが重要だと

説明した。その上で、沖縄県の北大東島の取り組み

事例を紹介し、サトウキビ単収に影響する土壌要因

の解析結果から、作土深と可給態窒素（注）量が単収

へ影響することが分かったという。この結果を基に、

可給態窒素を増やすには有機物の施用が効果的であ

り、具体例として緑肥や糖蜜の活用が有効だと分か

りやすく解説いただいた。参加者からは大変参考に

なったと好評を博し、講演後には、活発な質疑応答

が行われた（写真２、図）。

（注）�可給態窒素とは、土壌そのものから作物に供給され
る窒素のことであり、地力窒素とも言われている。
具体的には、土壌の微生物活動（有機物分解や菌体
の繁殖など）に伴い、土壌中で発生する窒素である。
サトウキビが吸収する窒素のおよそ半分は化学肥料
由来であるが、残り半分は可給態窒素のような化学
肥料由来以外のものが占めると考えられている。そ
のため、可給態窒素の維持・向上は、化学肥料の窒
素施用と同等にサトウキビ生育にとって不可欠であ
る１）。

写真２　講演を行う宮丸氏

本 日 の 内 容

１１．．ササトトウウキキビビ安安定定多多収収のの第第一一歩歩はは？？

２２．．土土づづくくりりかからら安安定定多多収収へへ：：北北大大東東島島のの取取りり組組みみ

３３．．ササトトウウキキビビ安安定定多多収収ののカカギギ：：作作土土深深とと可可給給態態窒窒素素

４４．．可可給給態態窒窒素素ををどどうう増増ややすす？？：：緑緑肥肥やや糖糖蜜蜜のの効効果果

５５．．ままととめめ：：元元気気なな畑畑でで元元気気ななキキビビ！！

3

物物理理性性

土土のの硬硬ささ
作作土土層層のの厚厚ささ

排排水水性性、、保保水水性性等等

化化学学性性

ppHH、、可可給給態態窒窒素素
可可給給態態リリンン酸酸
腐腐植植・・保保肥肥力力等等

生生物物性性
微微生生物物量量、、種種類類
微微生生物物活活性性

土土壌壌病病害害虫虫等等

7

作物生育に一番影響する土壌の性質は？

一一般般的的ににはは 物理性＞＞化学性＞＞生物性

ああ なな たた のの 畑畑 はは ？？

図　宮丸氏の講演資料抜粋
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３　テーマに関する取り組み報告
第一線で活躍している生産者および企業から、今

回の検討会のテーマに沿って、いかにサトウキビの

単収向上を図っていくかという視点に加えて、作業

の合理化・省力化のために、機械化や有機資材など

を効率的に導入するほか、栽培管理や栽培体系を工

夫するなどの方策による規模拡大を図っていく視点

も交えながら、具体的で、実現可能性のある解決策

や、そのヒントについて講演いただいた（表、写真

３、４）。

可給態窒素（=地力窒素）とは？

作物が吸収する窒素＝施肥窒素 ＋ それ以外の窒素
（30〜50％） （50〜70％）

微生物による分解

土土壌壌中中のの有有機機物物がが微微生生物物にによよっってて分分解解さされれ、、無無機機化化ししたた窒窒素素

窒 素有有機機物物土

12 19

作土深を深くするためには心土破砕、

可給態窒素を増やすためには？

微生物による分解

可給態窒素有有機機物物土
堆肥、緑肥、糖蜜、鶏ふん、

バガスケーキなど有機物を施用する！

空空気気中中のの

窒窒素素

根根粒粒菌菌

根根 粒粒

光合成産物窒素化合物

根根粒粒菌菌はは空空気気中中のの窒窒素素をを

植植物物がが利利用用ででききるる形形へへ

ママメメ科科植植物物をを鋤鋤込込むむとと

窒窒素素がが増増加加！！

なぜマメ科植物が緑肥に？

ママメメ科科植植物物ににはは根根粒粒菌菌がが共共生生

ククロロタタララリリアアのの根根粒粒 21

緑肥すき込みで減肥しても増収！

宮宮丸丸（（22002255）） 『『砂砂糖糖類類・・ででんん粉粉情情報報』』（（22002255年年33月月号号））,,  pp3399--4422

収収益益
（（万万円円））

施施肥肥ｺｺｽｽﾄﾄ

（（万万円円））
緑緑肥肥ｺｺｽｽﾄﾄ

（（万万円円））
販販売売額額
（（万万円円））

収収量量
（（トトンン））

施施肥肥量量

21.52.1023.610.9慣慣行行量量対対照照区区

30.01.40.431.814.7３３割割減減緑緑肥肥区区

（（数数字字はは1100aaああたたりり））

差額:8.5万円
減肥＋増収で収益向上！

28

糖蜜利用のポイント

・・植植ええ付付けけのの22週週間間前前ままででにに施施用用

・・22--33tt//1100aaをを目目安安にに。。多多量量施施用用ししなないい。。

・・施施用用後後ははロローータタリリでで土土壌壌にに混混和和すするる。。

・・カカリリをを減減肥肥ししてて肥肥料料ココスストトをを下下げげるる。。

更更新新畑畑ででのの糖糖蜜蜜施施用用のの様様子子 株株出出しし栽栽培培でで多多量量施施用用しし萌萌芽芽不不良良

まとめ：元気な畑を作るには？

私私

①⼟壌の問題を明らかにする

②問題解決に取り組む

③サトウキビ安定多収の実現︕

土土壌壌調調査査、、診診断断結結果果ととキキビビ単単収収をを比比較較

作作土土深深 ←←  心心土土破破砕砕

可可給給態態窒窒素素 ←←  有有機機物物（（緑緑肥肥、、糖糖蜜蜜ななどど））

排排水水不不良良 ←←  暗暗ききょょ

酸酸性性土土壌壌 ←←  粗粗砕砕石石灰灰岩岩



91砂糖類・でん粉情報2026.2

表　テーマに関する報告のタイトルと概要

講演者 タイトル・概要

株式会社仲農産
仲　洋志郎

「規模拡大にともなう単収向上と低コストを目指して」
過去５年間で耕作放棄地3.35ヘクタールを開墾し農地を再生して経営面積を拡
大する一方で、土壌分析を行い、土壌改良資材や緑肥による土づくり、早期植え
付けによって単収向上を図る。加えて、管理作業の機械化により作業時間の短縮
や効率化に取り組む事例の紹介があった。

野原　伸也

「春植え時の取り組み　高単収を目指す植付・栽培管理」
サトウキビの早期植え付けにより茎伸長と茎数を増やすことに加え、優良苗の確
保、新植圃

ほ

場
じょう

の発芽不良カ所への補植、こまめな灌
かん

水
すい

と施肥により、春植え栽
培体系でも高単収を実現している取り組みが紹介された。

ヤンマーアグリ株式会社　
営業統括部　商品企画部　
高島　大輔

「サトウキビ深植え栽培機械化体系のご紹介　生産性向上と環境負荷低減に向けて」
同社が開発した部分深耕機によって、慣行作業で３工程だったものが１工程へと
省力化され、生産コスト低減に寄与する機械化体系を提案した。また、サトウキ
ビを深溝に植え付けたことにより、倒伏軽減、機械収穫による欠株を防ぐなどの
実証の結果も合わせて報告された。

EF Polymer株式会社　
事業開発・営業担当　
高良　吟二

「EFポリマー　～オーガニック吸収性ポリマーで農業を持続可能に～」
有機物から作られ、生分解性を有する吸水性ポリマーの圃場への散布によって、
干ばつ被害の軽減、保水性の向上効果に起因して肥料成分の流出防止による肥料
使用量の軽減などが期待されるとし、サトウキビでの施用方法や他の農作物での
実証事例について報告された。

写真３　テーマに関する報告の質疑応答の様子

写真４　熱心に講演に耳を傾ける参加者
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４　研究成果発表など
サトウキビに関する最近の研究成果や砂糖の国際

需給について、以下の２者より発表いただいた（写

真５）。

（１）�国立研究開発法人農業・食品産業技術総合

研究機構　九州沖縄農業研究センター　種

子島研究拠点　カンショ・サトウキビ育種

グループ　グループ長補佐　樽本　祐助

「『茎数型サトウキビ品種の活用の手引き』

の紹介」

（２）�独立行政法人農畜産業振興機構　調査情報

部　国際調査グループ

「砂糖の国際需給（主要国のサトウキビ生産

を中心に）」

５　現地視察
検討会の翌日（11月７日）は、検討会の参加者

を対象に、サトウキビ生産に対する理解をより一層

深めてもらうため、以下の通り現地視察を実施した。

実証圃場に出向き、実際にサトウキビや作業機械

の実物を見ながら説明を聞くことができたため、参

加者からは、「とても有意義だった」、「リアルな現

場を知ることができて勉強になった」、「地元の生産

者にも展示されていた農業機械を見る機会を作りた

い」など好意的な意見・声が数多く寄せられた（写

真６）。

（１）参加人数　約120人

（２）視察先

ア　�鹿児島県農業開発総合センター（鹿児島県大

島郡伊仙町）

・同センター徳之島支場（実証圃場、研究内容

の紹介）

・有限会社大竹興産（ビレットプランター、す

き込み施肥機の紹介）

・ヤンマーアグリ株式会社（部分深耕機の紹介）

・EFポリマー株式会社（吸水性ポリマーを施

用したサトウキビ実証圃場の紹介）

イ　サトウキビ生産圃場（同天城町）

・株式会社仲農産（サトウキビ圃場、作業機械

の紹介）

写真５　研究成果発表を行った樽本氏（左）、情報提供を行った機構職員（右）
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おわりに
検討会終了後、アンケートを行った結果、講演内

容について「大変参考になった」および「ある程度

参考になった」を合わせると、99％の回答者が参

考になったと回答した。

これもひとえに、ご登壇いただいた講演者の皆さ

まをはじめ、今回の検討会の開催に当たり、ご協力

いただいた鹿児島県、沖縄県の関係者の皆さま、開

催地の徳之島さとうきび生産対策本部（徳之島町役

場、天城町役場、伊仙町役場、JAあまみ鹿児島県

農業開発総合センター徳之島支場、鹿児島県大島支

庁徳之島事務所、南西糖業株式会社など）のご支援

とお力添えの賜物と心より感謝申し上げます。

写真６　現地視察の様子
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